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これまでの三重県議会及び議員の主な活動状況

国への意見書提出

令和３年１２月２３日

令和４年１２月２０日

「豊かな海」の再生に向けた海域における栄養塩類の管理の在り方の
検討を求める意見書

「きれいで豊かな伊勢湾」の実現に向けた取組の強化を求める意見書

※ 三重県市議会議長会会長、三重県町村議会議長会会長
とともに国へ提出

議員連盟による活動

名称 三重県議会伊勢湾再生促進議員連盟
目的 人と森・川・海の連携により、健全で活力ある恵み豊かな伊勢湾の再生を促進

すること
主な事業
• 恵み豊かな伊勢湾の再生を着実に実現するための施策推進及び情報交換並びに支援
• 国等に対する要望活動
• 目的を同じくする他団体との情報交換及び連携 1

議員勉強会の開催

令和６年１０月 ３日 テーマ 「豊かな伊勢湾の再生に向けて」
講 師 鈴木輝明 氏（名城大学大学院総合学術研究科特任教授）

各常任委員会における審査・調査等
関係する常任委員会等において、水産業及び漁村の振興や海洋環境の保全等について審査・調査
等を実施
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三重県議会の意見書に係る国の動向

中央環境審議会水環境・土壌農薬部会（総量削減専門委員会）

令和６年１０月２３日

令和６年１２月～
令和７年４月

（今後の予定）
令和７年６月～
令和７年夏～秋頃
令和７年秋～冬頃

環境大臣から中央環境審議会に対し、第10次水質総量削減の
在り方について諮問（諮問第622号）

総量削減専門委員会（第１回～第４回）

総量削減専門委員会
パブリックコメント
第10次水質総量削減の在り方について（答申）

【諮問理由（※一部を抜粋）】
• 陸域からの汚濁負荷量は着実に減少し、水質は全体として一定程度改善してきているも
のの、水質汚濁が課題となっている海域が依然として存在しているとともに、夏期の高
温期を中心に貧酸素水塊の発生等も課題となっている。

• 栄養塩類濃度が低いことによる生態系や水産資源への影響を懸念する声があり、「現行
の指定水域全体の水質を対象とした汚濁負荷の総量規制から、よりきめ細かな海域の状
況に応じた水環境管理への移行が必要」との指摘。

• 指定水域のうち、瀬戸内海においては、特定の海域ごとに栄養塩類のきめ細かな管理を
行うことができるよう、栄養塩類管理制度を創設。

このような状況を踏まえ、指定水域における総合的な水環境改善対策を推進するため、
第 10 次水質総量削減の在り方について、審議会の意見を求める。

3出所：環境省WEBサイト
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